
報告第２６号  

   平成３０年度決算に基づく足立区の健全化判断比率の報告につい

て  

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４

号）第３条第１項の規定に基づき、平成３０年度決算に基づく足立区の

健全化判断比率について、監査委員の意見を付けて報告する。  

  令和元年９月２０日  

            提出者 足立区長  近 藤 弥 生  
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実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将

来負担比率が算定されない場合は、「－」で表示している。  
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平成３０年度決算に基づく足立区健全化判断比率審査結果の提出について 

 
 
先に、区長から提出された平成３０年度決算に基づく足立区健全化判断比率

及びその算定の基礎となる事項を記載した書類について、地方公共団体の財政

の健全化に関する法律第３条の規定により審査した結果、別紙のとおり意見を

付したので提出します。 
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平成３０年度決算に基づく足立区健全化判断比率審査意見書 

 
 
１ 審査の概要 
 
 
（１）審査の対象 

審査の対象とする事項は、区長から提出された平成３０年度決算に基づ 
く足立区健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類と 
した。 

 
 
（２）審査の方法 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条の規定に基づき、区長 
から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した 
書類が適正に作成されているかに主眼を置き、関係諸帳簿及び証拠書類と 
の照合並びに関係職員からの聴取及び資料の提出を求めて審査を行った。 

 
 
（３）審査の実施期間 

審査は、令和元年８月１日（木）から８月２６日（月）までの間に実 
施した。 

 
 
（４）審査の重点事項 

審査にあたっては、次の点に特に留意した。 
ア 審査に付する様式は法令に準拠したものになっているか。 
イ 算定の基礎となる書類等が適正に作成されているか。 
ウ その算出過程に誤りがないか。 
エ 法令に基づき適切な算定要素が用いられているか。 
オ 地方公社等については、区条例や区との協定並びに当該公社等の定 

款に適合しているか。 



 
 
 
２ 審査の結果 
 
 
（１）意見 

審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を

記載した書類は、関係諸帳簿及び証拠書類と照合した結果、いずれも適正

に作成されているものと認められる。 
実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率とも

早期健全化基準と比較すると、これを下回っていると認められる。 
 
 

          記 
 

健全化判断比率 平成３０年度    早期健全化基準 
実質赤字比率 ― １１．２５％ 
連結実質赤字比率 ― １６．２５％ 
実質公債費比率    －３．４％ ２５．０％ 
将来負担比率 ― ３５０．０％ 

 
 
 
（２）是正改善を要する事項 

特に指摘すべき事項はない。 
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